






 
研究要旨 
びまん性メサンギウム増殖を示す重症例小児 IgA 腎症の治療法として、プレドニゾロン＋
アザリオプリン＋ワーファリン＋ジピリダモールによる 2 年間のカクテル、プレドニゾロ
ン単独治療は、尿蛋白、血尿、血清 IgA 値を有意に減少させた。しかし、カクテル治療は
硬化糸球体の増加を阻止したが、プレドニゾロン単独治療例では硬化糸球体の有意の増加

を認め、腎炎の進行は阻止できなかった。 


